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Ⅰ はじめに 
 Ａ看護短期大学におけるアロマボランティアサー
クルは、平成25年度から地域貢献活動の一環とし
て、Ｂ病院内の交流サロンにおいてアロマハンドマ
ッサージのボランティア活動をスタートした。平成
28年度の活動に参加した看護学生は、アロマハンド
マッサージを用いたボランティアを通して、<コミ
ュニケーションの学び> <相手の反応を観て対象を
理解すること> <相手の反応を観て対象を理解する
こと> <相手に合わせた環境への気づき> <自己の
看護への動機づけ>に関して学んでいた。また、“触
れる”体験を通して、対象とのコミュニケーション
が豊かになり、対象と相互の関係を築くことがで
き、“触れる”という体験から重要な学びを得てい
たことが明らかになった１）。 
 
１）川崎市立看護短期大学 
２）日本赤十字看護大学大学院博士後期課程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 看護学生が臨地実習において触れるケアを実践し
た先行研究では、看護学生が患者へ、ケアリング
２）、ソフトマッサージ３）、背部マッサージ４）などを
実施し、その触れるケアの効果が報告されている。
大須賀５）は、学生が高齢者にケアリングすること
は、高齢者―学生間に相互作用としてケアリングが
行われており、学生の行動は「会話」「傾聴」「手足
のマッサージ」「手を拭く」「手をつなぐ」「足をさ
する」「足浴」その他小さな心のこもったふれあい
をすることで、徐々に高齢者とのコミュニケーショ
ンの成立に成功していったと報告している。 
 タッチに関する報告６）では、患者とのコミュニ
ケーションの手段として意図的タッチを活用してい
ない学生の理由が、「触っていいのかという気持
ち」や「手を出すことに自信がなかった」等であ
り、看護学生に“触れる”ことへの躊躇いがあると
も報告している。 
 前回のアロマハンドマッサージを用いたボランテ
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要 旨 
 本研究の目的は、看護学生の臨地実習の経験に着目し、アロマハンドマッサージのボラン
ティア活動を通して得た学びを明らかにすること、および臨地実習中の学生への教育支援の
示唆を得ることである。方法は、アロマハンドマッサージのボランティア活動に参加した看
護学生７名を対象とし、質的記述的に分析を行った。 
 その結果、学びは、【患者との関係作りへの気づき】、【患者が置かれている環境を認識した
上での快の技の提供意義】、【アロマハンドマッサージのボランティア経験を今後に活かす】
の３つのカテゴリに分類された。臨地実習を経験した看護学生は、ボランティア体験を通し
て、実習中とは違う気持ちで患者と関わる自分の姿勢の気づきや、患者と関わることや喜ん
でもらえることは嬉しいことだと改めて感じる機会となっていた。 また、実習では十分に気
づかなかった、患者が病室以外の環境で過ごす時間の大切さや快を提供する意味に気づいて
いた。 教育支援への示唆としては、緊張している学生が患者の反応が読み取れるように、教
員はサポートする必要性があり、また、患者と直接触れるアロマハンドマッサージは、コミ
ュニケーションを養う手段として、有用であると考えられた。 
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ィア活動に参加した看護学生は、躊躇いは見られ
ず、むしろ“触れる”体験によって、初対面の緊張
がほぐれ、対象と良い関係が築かれていた７）。この
ような経験は、アロマハンドマッサージ独自の関わ
りによって経験できるものであり、学生に与える影
響は大きいと推察する。 
 これまでの先行研究では、実習中に実施した触れ
るケアの報告にとどまっており、前回我々が報告し
たアロマハンドマッサージのボランティア活動に関
する報告例以外は見当たらない。今回の研究では、
看護学生が臨地実習を通して、患者の置かれてる状
況や環境を学んだという臨地実習の経験に着目し、
実習とは違う立場でリラクゼーションを目的とした
アロマハンドマッサージのボランティア活動を通し
て患者と関わることで、どのようなことを学んでい
るのかを明らかにしていきたい。実習という環境と
は違う立場の心境やリラクゼーション目的の関わり
を通して、実習とは違う学びを得ていると推察され
るため、それがどのような要因なのかを明らかにす
ることは、臨地実習中の学生への教育支援の一助と
なると考える。 
 
Ⅰ 研究目的 
 看護学生の臨地実習の経験に着目し、アロマハン
ドマッサージのボランティア活動を通して得た学び
を明らかにすること、および臨地実習中の学生への
教育支援の示唆を導き出すことを目的とする。 
 
Ⅱ 用語の定義 
１．ボランティア活動の原則と本研究におけるボラ
ンティアの定義 
 日本におけるボランティア活動とは、「自発的な
意思に基づき、他人や社会に貢献する行為」8）を指
す。主な原則は、一般的には、自主性（主体性）、
社会性（連帯性）、無償性（無給性）、創造性（先駆
性）の４つの原則9）にまとめられている。創造性
（先駆性）という概念は、ボランティアが既存の社
会システム、行政システムに存在しない機能を創造
的な発想で補完するという役割を担うことから発生
した。 
 本研究におけるボランティア活動を、「看護学生
の自発的な意思に基づき患者と家族に貢献する行
為」と定義した。その行為は、看護学生の自主性、
社会性、無償性を有し、対象病院の医療行為には存
在しないアロマセラピーを用いた先駆性も含む、ボ
ランティア４原則を満たす活動である。 
 
２．アロマセラピーのボランティア活動の『学び』 
 『学び』は学習と等しい意味で用いられる。一方
で『学び』は学習よりも主体的かつ人間的な営みを
含む意味合いで用いられることも多い10）。 
 本研究では、看護学生が自主的に参加したボラン
ティア活動によって得た「気づき」、「関心」、「思
い」、「身体感覚」を『学び』として抽出した。 
 
Ⅲ 研究方法 
１．研究対象者 
 A看護短期大学3年課程の臨地実習を経験した1・
２年生のうち、アロマセラピーのボランティア活動
に参加した看護学生12名。 
 
２．研究期間 
 平成29年３月～５月 
 
３．データ収集 
 研究デザインは質的記述的研究である。ボランテ
ィア活動に関するアンケート調査（無記名自由記述
方式）を行い、学内に回収用のBOXを設置しアン
ケートを回収した。アンケート内容は、①今回の活
動の感想や前回参加との違い、②これまでのボラン
ティア活動により、日常生活や実習に与えた影響、
③臨地実習を何度か経験した後の今回の活動におい
て、感じたことや考えたこと、である。 
 
４．データ分析方法 
 アンケートの内容のデータ化と分析は、次の手順
で行った、①意味ある文章を一つのまとまりとす
る、②臨地実習を経験した学生が、アロマハンドマ
ッサージのボランティア活動を通して得た変化や学
びに関連する内容部分について抽出してコード化す
る、③類似点と相違点を検討し、抽象度をあげてカ
テゴリ化した。データの分析結果の信頼性を確保す
るため、質的研究の経験を有する２名の教育研究者
が検討を十分重ね、データを分析した。 
 
５．倫理的配慮 
 研究協力者12名に対して研究の趣旨および個人情
報を保護すること、研究協力は任意であること、成
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績には関係しないこと、アンケートの提出をもって
研究同意を得られたものとみなすことを書面と口頭
で説明した。研究代表者はボランティア活動に参加
し、必要時学生支援を行った。そのため、研究依頼
の説明は、研究代表者以外の者が行い、研究協力者
の負担とならないよう配慮した。 
 なお、本研究は川崎市立看護短期大学研究倫理委
員会の承認（第R-78-1号）を受けて実施した。 
 
Ⅳ ボランティア活動の概要 
 平成29年３月某日、A看護短期大学のアロマボラ
ンティアサークルの学生が、B病院の要請を受け、
病院内のサロンにおいてアロマハンドマッサージに
よるボランティアを実施した。B病院の外来患者と
入院患者、およびその家族を対象として1人約15～
20分のアロマハンドマッサージを実施した。B病院
のボランティア担当者が、実施日から数週間前か
ら、病院内の掲示板にボランティアの案内ポスター
を掲示した。学生は、事前にアロマセラピスト（日
本アロマセラピー学会認定資格有）からアロマハン
ドマッサージの方法・注意点などを学び、安全に実
施するため練習を行ってからボランティア活動に参
加した。 
 ボランティア当日は、アロマセラピストであるサ
ークルの顧問が学生をサポートし、サロンの責任者
であるB病院の医師の立ち合いのもとで、対象者の
安全に配慮しながら行った。アロマハンドマッサー
ジ実施前に、参加者の同意を確認し問診票に現在の
体調について記入してもらった。また、同時にアロ
マオイルの簡易パッチテストを行い、皮膚炎等のト
ラブルがないように配慮した。 
 
Ⅴ 研究結果 
 ボランティア活動に参加した学生12名中７名から
回答があった（表１：２回目参加の学生はＡ～Ｃ、
初めて参加した学生はＤ～Ｇ）。「臨地実習を経験し
た学生が、アロマハンドマッサージのボランティア
活動を通して得た変化や成長」のコード数は33あ
り、７つのサブカテゴリ、３つのカテゴリに分類さ
れた。以下、カテゴリは【  】、サブカテゴリは
〈   〉で示す。 
 
１．【患者との関係づくりへの気づき】  
 このカテゴリは、＜学生自身の快の体験＞、＜実
習とは違う自分の姿勢に対する気づき＞という２つ
のサブカテゴリから構成された。 
＜学生自身の快の体験＞  
学生は、患者にマッサージを実施した結果、患者が
「良かったよ」言われ、笑顔になる姿や「穏やかな
表情になる患者」の変化を感じ、「人に喜んでもら
うことって嬉しいんだなあという当たり前のことを
身をもって実感」し、患者のケアを実施したこと
と、そのケアに伴い患者が喜ぶ姿をみて喜びを感じ
ていた。 
＜実習とは違う自分の姿勢に対する気づき＞ 
 学生は、「実習の時の緊張とか異なる感じ」、「実
習の時より優しい気分」、「気持ちにゆとり」など、
実習とは違った気持ちを抱いていた。 
 また実習では、「自分の課題に取り組むことがメ
インになるので、患者に喜んでもらえたという実感
がわかない」、「患者に快を提供できているか、余裕
をもって考えることが難しい」と、ボランティア活
動の自分と実習中の自分の違いを感じていた。 
 
２．【患者が置かれている環境を認識した上での快
の技の提供意義】 
 このカテゴリは、＜患者の変化＞、＜実習中の患
者とは違う姿＞、＜患者にとって良い時間＞という
３つのサブカテゴリから構成された。 
＜患者の変化＞ 
 マッサージを受けている患者が「穏やかな表情に
なる」「患者が笑顔になった」「緊張された面持ちだ
った患者さんが、マッサージを受け、学生と話しを
しているうちに穏やかな表情になっていく様子が多
かった」といった、アロマハンドマッサージを受け
たことで、患者が変化したことに関する学生の気づ
きである。 
＜実習中の患者とは違う姿＞ 
 ホットサロンに参加している患者が、「病棟にい
る時より、患者さんが気分転換されているなと思っ
た」、「～ベットにいる時とは、また別の顔をされて
いるのではないかなと感じた」といった、参加した
患者が、学生が実習中に目にする患者とは違う表情
をしているという学生の気づきである。 
＜患者にとって良い時間＞ 
 患者にとって、「～ベットやリハビリ以外の場
所、空間、時間の中で過ごす時間は大切なのだと思
った」、「治療ばかりで安らげる時間が少ない患者さ
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表１ 臨地実習経験後、ボランティア活動に参加して感じたこと・考えたこと 
カテゴリー サブカテゴリー 対象者 コード 
患者との 
関係作りへの 
気づき 
学生自身の 
快の体験 
Ａ 穏やかな表情になる患者を見て、今年もボランティア活動をして良かったなと思った。 
Ｃ 患者さんに喜んでもらえると「人に喜んでもらうことって嬉しいんだなあ」という、当たり前のことを身をもって実感できた。 
Ｃ 学びの場とは別に、看護学生として、できる範囲で誰かに喜んでもらう体験ができるにはいいことだと思った。 
Ｄ 「良かったよ」と笑顔になってくれた。 
Ｄ 患者さんが笑顔になって、私も心の底から「やって良かった」と思え、とても良い経験になった。 
Ｅ 緊張したが、マッサージの間は楽しくお話をすることができた。 
実習とは違う 
自分の姿勢に 
対する気づき 
Ｂ 実習とは違った気持ちで患者さんと接することができたと思う。 
Ｂ 実習の時の緊張とは異なる感じがした。 
Ｂ 緊張したが、実習のときより優しい気分で接することができた。 
Ｃ 実習中は自分の課題に取り組むことがメインになるので、「これができた、喜んでもらえた」という実感がわかない。 
Ｃ 実習中は患者さんに「快」を提供できているか、余裕をもって考えることが難しい。 
Ｆ 実習とは違い、気持ちにゆとりを持って病院に行くことができた。 
Ｆ 実習ではないということで、心から患者さんとの関りを楽しめた。 
患者が 
置かれている 
環境を認識 
した上での 
快の技の 
提供意義 
患者の変化 
Ａ 緊張された面持ちであった患者さんが、マッサージを受け、学生と話をしているうちに穏やかな表情になっていく様子が多かった。 
Ｃ 患者さんが穏やかな表情になる。 
Ｄ 初対面の患者さんと、何を話したら良いか緊張が強く不安だったが、マッサージをしてみると患者さんの方から、いろいろな話をしてくれた。 
Ｄ 患者が笑顔になった。 
実習中の患者 
とは違う姿 
Ａ 病棟にいる時より、患者さんが気分転換されているなと思った。 
Ｃ ホットサロンでくつろいでいる時の患者さんの表情は、ベットにいる時とは違う 別の顔をされているのではないかなと感じた。 
Ｅ マッサージの間、患者さんは楽しそうにお話をしていた。 
患者にとって 
良い時間である
という気づき 
Ｃ 
患者さんにとって、病院スタッフにとっても患者さんが入院生活の中で、ベッ
トやリハビリ以外の場所、空間、時間の中で過ごす時間は大切なのだと思っ
た。 
Ｄ 治療ばかりで安らげる時間が少ない患者さんにとって、このようなリラックスした時間を提供することは、本当に意味があるものだと思った。 
Ｆ マッサージの技術よりも、コミュニケーションをとることで、患者さんにとって良い時間になると思った。 
アロマハンド 
マッサージの 
ボランティア 
経験を今後に 
活かす 
自己の看護への
動機づけ 
Ａ 今後、実習中で手浴の時にマッサージを行って、リラックスしていただけるかなと思うようになった。 
Ａ 匂いもリラックス効果になると実感したので活用したい。 
Ｄ 全力で患者さんの話を聴こうとする姿勢の大切さ。 
Ｅ 援助などで、患者さんの身体や手に触れることがあるが、「触れる」ということを通して、コミュニケーションがより親密なものになると実感した。 
Ｅ 触れることでコミュニケーションが親密になると実感したので、これからの実習にも生かしたいと思う。 
Ｆ マッサージは、コミュニケーションのきっかけ作りになると思った。 
自己の生活に 
生かす 
Ｂ 家族にマッサージをする機会が増えた。 
Ｂ 友人にアロマを薦める機会が増えた。 
Ｄ 緊張などはあっても、案外一度やってみると考え方は変わるのだと感じることができた。 
Ｄ 日常生活で不安なことがあっても「もしかしたら楽しいかもしれない」と考えられるようになった。 
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んにとって、このようなリラックスした時間を提供
することは、本当に意味があるものだと思った」な
どのように患者にとって、ボランティア活動がどの
ような意味があるかを感じていた。 
 
３．【アロマハンドマッサージのボランティア経験
を今後に活かす】 
 このカテゴリは、＜自己の看護の動機づけ＞、＜
自己の生活に生かす＞という２つのサブカテゴリか
ら構成された。 
＜自己の看護への動機づけ＞ 
 学生は、「今後、実習中で手浴の時にマッサージ
を行って、リラックスしていただけるかなと思うよ
うになった」、「匂いもリラックス効果になると実感
したので活用したい」といったマッサージや匂いの
効果を今後の実習に取り入れたいと感じていた。 
 また、「～触れるということを通してコミュニケ
ーションがより親密なものになると実感した」、「マ
ッサージは、コミュニケーションのきっかけ作りに
なると思った」といったマッサージを介してコミュ
ニケーションが図れると感じ、今後の実習に活用し
たいと感じていた。 
＜自己の生活に活かす＞ 
 学生は、「家族にマッサージをする機会が増え
た」、「友人にアロマを薦める機会が増えた」といっ
た、マッサージやアロマを自分や周囲の人に活用し
たいと感じていた。 
 また、「緊張があっても、案外一度やってみると
考えかたは変わるのだと感じることができた」、「日
常生活で不安なことがあってももしかしたら楽しい
かもしれないと考えるようになった」といったボラ
ンティア活動を通して自己の考え方の変化を感じて
いた。 
 
Ⅵ 考察 
１．臨地実習を経験した学生が、アロマハンドマッ
サージのボランティア活動を通して得た学び 
 第１報の学生のボランティア活動を通しての学び
は、アロマハンドマッサージを用いて対象に手で触
れることで、患者は安心感をもち、学生自身の緊張
もほぐれ双方向的な良いコミュニケーションが図れ
ると学んでおり11）、今回も同様の学びを得ていた。 
 第２報では、看護学生の臨地実習の経験に着目し
たところ、学生はボランティア活動を通して、実習
中の自分を客観視し、実習中の緊張が強い自分や実
習中は気持ちにゆとりがないと感じていたことが明
らかとなった。しかし、ボランティア活動を通し
て、患者と関わることは本来楽しいことだと気づく
機会ともなっていた。このような学生自身の快の体
験となった理由は、実習中のように緊張しないこ
と・課題を取り組まなくてよい心の余裕や、自分が
マッサージを実施して、患者が穏やかな表情になっ
たなど、実習中に受け持った患者では見られなかっ
た患者の表情を実感できたことだと考える。加え
て、アロマを使用したハンドマッサージの効果によ
り、両者がリラックスした中で関わったことも要因
の一つであると推察される。また、ボランティア参
加が2回目の学生は、実習とは違う自分の気持ちの
余裕を表現している回答が多く、また「今年もボラ
ンティアに参加してよかった」といった表現から
も、実習とは違う達成感を得ているという特徴がみ
られた。 
 ナイチンゲールは、『看護覚え書』12）の中で、
「病人をただじっと重苦しい壁面を見つめさせてお
くのではなく、病人の想いに変化をもたせるように
援助する」ことの重要性を述べており、学生も患者
の気分転換の必要性は座学で学び実習に臨んでい
る。看護学生は、臨地実習での経験を踏まえて、ボ
ランティアの立場で患者と触れ合い、心地よさを提
供することで患者の変化を知り、実習では気づかな
かった、病室以外の環境で過ごす時間の大切さや快
を提供することの意味や入院中の患者が何を求めて
いるのか、患者のニーズを知る機会となった。特
に、ボランティア参加が2回目の学生は、患者の言
葉からではなく、「患者が穏やかな表情になってい
く」「ベットといる時とは違う別の顔」といった患
者の表情から患者のニーズを捉えている特徴があ
り、ボランティアに参加する回数を重ねることで、
患者にとってどのような影響を与えているかを表情
から敏感に感じとっていた。 
 
２．看護基礎教育における支援への示唆 
 今回のボランティア活動では、看護学生は実習中
と違って、「優しい気持ち」「気持ちにゆとり」とい
ったリラックスして患者と関われていた。反面、実
習中の自分については、「実習中は患者さんに快を
提供できているか余裕を持って考えることが難し
い」「これで喜んでもらえたという実感がわかな
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い」といった思いを抱いていた。実習中の学生は、
早く看護を体験したいという期待を抱く一方、専門
知識や技術が未熟で思い通りに実施できず、自信の
ない自分を自覚し不安になる13)ため、実習中は、清
拭や洗髪など爽快感が得られるような技術を提供し
ても、患者の反応に気づけない場合があると推察す
る。実習では緊張し、気持ちにゆとりがないストレ
スフルな中で、安全が重視され、快いケアへの配慮
が不足しがちになる。水戸14）は、「安全は安楽の必
要条件であるが、安楽は安全の十分条件ではないの
で、多忙な医療現場では安全な技術ばかりが求めら
れてしまう現状にある」と述べているように、看護
基礎教育においても安全が重視されている傾向にあ
ると考える。そのため、学生は安楽とは何かについ
て体験が浅くなるため、今回の体験のように、患者
の反応を捉えることができるということは、安楽な
ケアの提供に繋がり、快い技＝安楽について学べる
貴重な機会となったと考える。加えて、快い技を提
供することで、穏やかな表情になっていく患者や喜
んでもらえる患者の姿を見て喜びを感じることは、
看護を学ぶモチベーションを高め、やりがいにつな
がると考えられるため、このような体験ができるよ
うに、基礎教育の段階から意図的に関わっていく必
要性が示唆された。 
 さらに、今回の結果で著者らは、学生が自分の気
持ちを実習中と対比しながら表現しており、実習中
は想像以上に緊張していることに、改めて気づかさ
れた。患者の変化を読み取れた理由の一つに学生自
身の心の余裕もあったのではないかと推察でき、教
員は学生が不安や緊張を抱え、精神的に不安定な状
態で実習を行っていることを充分意識して関わる必
要があること、そして学生が患者の反応が読み取れ
るようにサポートする必要性が示唆された。 
 コミュニケーションは、看護実践の基盤となる相
互関係を成立、発展させるために必要な技術であ
り、看護実践においてコミュニケーション能力は欠
かせない。厚生労働省「看護教育の内容と方法に関
する検討会報告書」15）においても、今後強化すべ
き教育内容として、コミュニケーション能力、対人
関係能力を育成する教育を挙げており、対人関係能
力の育成につながる教育の在り方が問われている。
今回のアロマハンドマッサージのボランティア活動
を通して学生は、「触れる」ということを介して、
コミュニケーションがより親密になると実感してい
た。ソフトマッサージを実習で行った学生16）17）
や、前回アロマハンドマッサージのボランティア活
動をした学生18）も普段よりコミュニケーションが
図れたと思ったと報告されているように、本研究で
もアロマハンドマッサージを介してコミュニケーシ
ョンが図られていたことが分かった。パトリシア・
ベナー19）は、「血の通ったあたたかい接触は、しば
しば安楽とコミュニケーションを可能にする唯一の
方法である」と述べている。同じく接触について川
島20）が、「心を込めて、ただ手で触れるだけで、患
者は共感されていると感じ、支えられているとか励
まされているというメッセージを受け取る」と述べ
ているように、マッサージ等を介して、患者の内面
に変化が現れることと、実施した学生の安楽を提供
したい気持ちだけでなく、アロマハンドマッサージ
をすることで学生自身の緊張がほぐれ、コミュニケ
ーションが図られたと推察する。 
 以上のことから、このような患者と直接触れるマ
ッサージを意図的に取り入れる経験を繰り返し、コ
ミュニケーションを養うことは、基礎教育において
有用であることが示唆された。 
 
Ⅶ 結論 
 看護学生の臨地実習の経験に着目し、アロマハン
ドマッサージのボランティア活動を通して得た学び
を明らかにすること、および臨地実習中の学生への
教育支援の示唆を得ることを目的に、無記名自由記
述方式のアンケート調査を行った。結果、以下のよ
うな結論を得た。 
１．臨地実習経験後、アロマハンドマッサージのボ
ランティア活動に参加した学生の学びは、【患者
との関係作りへの気づき】、【患者が置かれている
環境を認識した上での快の技の提供意義】、【アロ
マハンドマッサージのボランティア経験を今後に
活かす】の３つのカテゴリに分類された。 
２．看護学生はアロマハンドマッサージのボランテ
ィア体験を通して、実習中とは違う気持ちで患者
と関わる自分の姿勢の気づきや、患者と関わるこ
とや喜んでもらえることは嬉しいことだと改めて
感じる機会となっていた。  
３．臨地実習を経験した看護学生は、ボランティア
の立場でアロマハンドマッサージを介して患者と
触れ合い、患者の変化を知ることで、実習では十
分に気づかなかった、病室以外の環境で過ごす時
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間の大切さや快を提供する意味に気づいていた。  
４．教員は学生が不安や緊張を抱え、実習を行って
いることを充分意識して関わり、患者の反応が読
み取れるようにサポートする必要性が示唆され
た。患者と直接触れるアロマハンドマッサージ
は、コミュニケーションを養う手段として、有用
であることが示唆された。 
 
Ⅷ 研究の限界と今後の課題 
 本研究は分析対象が７名であり、限られた範囲で
のデータ収集であるため、一般化には限界がある。
今回のボランティアを通して、安楽を提供できた・
コミュニケーションが図れたという経験は、今後の
実習でもうまくできるだろうという自己効力感を高
める機会となったのではないかと推察する。今後、
ボランティア活動が実習において、どのような影響
を与えるかや、参加した患者や家族に与える影響も
明らかにしていきたいと考える。 
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